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問題と目的

１．心理劇の体験過程について

心 理 劇 と は、Moreno, J . L.が 創 始 し た

Psychodramaの邦訳であり （土屋・茨木・吉川，

2020）、即興劇を行うことを通して、自発性や創

造性を引き出し、自己、他者および両者の関係へ

の気づきを促すことを目的とした集団活動の一つ

である （島谷，1991）。心理劇における自発性と

は、適切に新しい状況に出会うことのできる主体

的な能力であり （Moreno, 1946 /2006）、破壊的に

ではなく、より創造的に発揮されるように訓練さ

れる （増野，1999：磯田，2013等）。心理劇は、舞

台、監督、主役、補助自我、観客という 5つの基

本要素で構成され、ウォーミングアップ （以下

W-up） 段階でドラマを演じるための身体的・心理

的な状態を準備し、ドラマ段階で行為化 （アク

ション） が行われ、シェアリング段階で自分自身

の体験を参加者全員で分かち合う、といった三段

階の過程で構造化されている （磯田，2013）。ここ

でいう過程とは、参加者やグループそのものの構

造的・機能的発展を意味している （台，2003）。つ

まり、心理劇参加者は、各段階に特有の体験をし

ており、心理劇体験は、W-up段階の体験から次

のドラマ段階の体験へ、ドラマ段階の体験から最

後のシェアリング段階の体験へと、影響を与えて

機能的に展開していく。このように、三段階の心

理劇体験は、構造的で機能的な体験過程であると

考えられる。榎本・島谷 （2017） では、シェアリ

ング体験に着目してドラマ体験および心理劇の効

果との関連から、シェアリングで情動的体験をす

ることの重要性を明らかにした。榎本・島

谷 （2020） では、ドラマ段階における各役割体験

とシェアリング体験の心理劇の効果への影響を検
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討した。しかし、心理劇の体験過程のうちW-up

段階についてはまだ検討していないため、本研究

ではW-up段階に着目してW-up体験とW-up効果

について検討する。

２．心理劇のW-up体験とW-up効果について

W-upは、セッション開始から心理劇の中核と

なるドラマに入るまでの局面を指し （高良，2013）、

いわばドラマへの導入過程にあたる。ドラマでの

進行がスムーズにいくか否かは、このW-up次第

であるともいわれる （高良，2013）。実際には、体

操やストレッチといった運動の他に、様々なゲー

ム的な技法を用いた身体的・言語的な活動が行わ

れ、参加者間の相互交流や自己開示を促進してい

く （高良，2013）。W-upには、グループ全体の

W-upの段階から個人のW-upの段階へ、そこから

個人の主役に向けてのW-upの段階、そして個人

のドラマに向けてのW-upの段階へという流れが

あり、W-upを実施する監督は、末梢から中枢

へ、個別・具体的から抽象的へ、動作から言葉

へ、一人から二人へ、二人から多数へといった原

則を踏まえ、W-upの流れがスムーズとなるよう

に留意する （磯田，2013）。このようなW-upの活

動を通したW-up体験は、非常に複雑で多層的な

体験といえる。

心理劇のW-upの目的は、参加者の自発性を高

めることである （台，2003）。心理劇によるW-up

の状況は、セッションの一番初めに設定された、

参加者が一同に初めて出会う新奇的な状況であ

る。そこで、本研究では、W-up体験を様々な活

動（遊び）を通して即興的に他者とかかわりなが

ら自己を表現して、情緒的に相互交流し、心身が

活性化されていくような体験であると捉える。そ

して、そのようなW-up体験により、参加者の緊

張、不安、演じることへの抵抗は緩和され、集団

としての安心感や信頼感が高まっていき、参加者

個々の自発性を次のドラマに向けて徐々に高めて

いく効果をW-up効果と捉える。W-up段階でグ

ループのまとまりや信頼が育ち、グループの凝集

性が高まることにより、自分の問題をグループに

開示してもいいという参加者が自発的にグループ

から現れ、主役となる （Goldman & Morrison，

1984 /2003；磯田，2013；高良，2013）。主役はそ

の後も常にウォームアップされ、W-upの過程で

高められたW-up効果は、セッションを通して続

いていく必要がある （Goldman&Morrison，1984 /  

2003）。また、主役に限らず、参加者全員がクー

ルダウンしないように、W-up効果は維持され、

さらに高められていくことが望ましい （磯田，

2013）。したがって、W-up体験そのものは、心理

劇の効果全体のうち、特に自発性の効果との関連

が大きいと予想される。一連のセッションの過程

を考えた場合に、W-up体験およびW-up効果は、

ドラマ体験を介して心理劇の効果に影響を及ぼし

ていると考えられる。

３．心理劇のW-upに関する先行研究

W-upについては、これまでに数々の先行研究

により実証的に研究されてきた （河合，1993；岡

嶋・針塚，1999；岡嶋・針塚・武藤，2001；本間・

茨木，2008，石原・塩津・杉村・針塚，2015；水

谷・島谷，2021）。河合 （1993） では、W-upが 「“気

分” を高め、“ノリ” を良くするための過程」 （河合，

1993，p.59） であると捉え、W-up前後の心理劇参

加者の気分の変化をW-up効果の指標として扱い、

W-upと役割演技の効果について検討した。岡

嶋・針塚 （1999） では、「演技への抵抗が軽減され

る」体験や「集団への親密性や信頼感が高まる」

体験によって自発性が高まると考え、「親和性・

心的高揚感」「劇への動機づけ」「リラックス感」

の 3因子からなるW-up体験尺度を作成して、心

理劇のW-up段階において参加者がいかなる体験

をしているのかについて検討した。そして「親和

性」が集団への親密性や信頼感を高め、「劇への

動機づけ」が演技への抵抗を軽減し、「心的高揚

感」が自発性の育成の礎になる要素であり、「リ

ラックス感」が緊張を軽減し、心理劇の場を受け

入れ、自発性を高めると考察している。岡嶋

ら （2001） では、岡嶋・針塚 （1999）のW-up体験

尺度を改訂し、W-up前後の比較によりW-up体験

得点が高まることを実証した。また、W-up様式

とW-up体験との関係性の検討から、どのような

種類のW-upであっても、他者に対して自分なり

の方法で相互に自己を表現しあえば、集団はドラ

マへ向けて自発性が高まっていくと考察してい

る。本間・茨木 （2008） は、W-upが次のドラマへ

の橋渡しの機能だけでなく、W-up自体に治療的

な意味があると考え、「凝集性」「安心感」「活動
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ど、心理劇の効果、特に自発性の効果が高まる。

方　法

１． 調査時期および調査協力者（調査グループ、

調査対象セッション）

2019年11月～2022年 9月に、6都道府県で 9名

の監督により実施された10個の心理劇グループ

の参加者75名に質問紙調査を行った。大学と専

門学校の授業の一環として行われたクローズドグ

ループが 2つ、団体や個人主催のオープングルー

プが 8つであり、いずれも一般人を対象とした心

理劇の体験グループで、調査対象セッションは

13セッションであった。1グループにつき複数の

セッションが行われる場合には、回答者のファー

ストセッションを調査対象セッションとした。各

セッションの参加者数は 2～19名で、1セッショ

ンあたりの参加者数は平均9.08名 （SD＝4.97）

であった。筆者が一メンバーとして参加して調査

を実施したセッションは 6つ、心理劇グループの

運営責任者の協力の下に郵送調査を実施したセッ

ションは 7つであった。調査協力者 （分析対象

者） 75名のうち、男性21名、女性54名で、年齢は

15歳～81歳までの平均49.60歳 （SD＝17.20）、心

理劇経験年数は0年～40年までの平均10.22年

（SD＝10.59） であった。

２．手続きおよび倫理的配慮

心理劇グループの運営責任者には事前に調査実

施の承認を得た。筆者もしくはグループ責任者

が、心理劇セッション開始前に、質問紙の表紙に

記載した以下の調査倫理に関する説明事項を口頭

で説明し、同意を受けた参加者に質問紙への回答

を依頼した。①調査への参加は自由であり、参加

しなかったり途中でやめても不利益を被らないこ

と、②調査用紙は厳重に管理し、研究終了後、調

査用紙はシュレッダーで破棄すること、③調査結

果を学会や学術誌に公表する場合は匿名性を守る

こと。回答は、セッション開始前と終了直後もし

くは当日中に求め、筆者がその場で直接回収もし

くは返送用封筒を使用した郵送にて回収した。な

お、本研究の調査は昭和女子大学倫理審査委員会

の承認 （承認番号19-33号） を得て実施された。

準備性」の 3因子からなるW-up体験尺度を作成

して、W-upの活動内容をふまえW-up体験とその

治療的意味について検討した。石原ら（2015） で

は、「交流感」「親和性」「凝集性」からなる心理

劇対人交流尺度を作成し、W-up後よりもドラマ

後に 3つの因子が高まることを明らかにした。水

谷・島谷 （2021） では、ドラマ体験の影響因とし

てW-up体験を取り上げ、「ドラマへの準備性」と

「安心感」からなるW-up体験尺度を用いて、

W-up体験が主役・主役以外・観客の 3つの役割

体験に及ぼす影響を検討した。

このように先行研究を概観すると、いずれの研

究においても、W-up体験と、その体験がもたら

すW-up効果を分けて検討されていない。また、

W-up体験と心理劇の効果である自発性との関係

については、指摘されるにとどまっており、実証

されてはいない。心理劇の評価研究においては、

心理劇の活動や体験内容とは独立した客観的指標

を用いることや、その指標と参加者の心理劇体験

とを照合し効果を解釈する必要性がある （榎本・

島谷，2020）。W-upにおける体験と効果を分けて

考え、それらを独立した指標により捉える試み

や、心理劇の体験過程の観点からドラマ体験、心

理劇の効果との関係を検討したものは、これまで

みられない。

４．本研究の目的と仮説

本研究では、W-up段階に着目し、W-upの過程

に特有のW-up体験とW-up効果をそれぞれ独立し

た指標で捉え、実際にW-up体験によってW-up効

果が高まるのかどうかを検証することを第１の目

的とする。また、心理劇の体験過程の観点から、

W-up体験、W-up効果、ドラマ体験、心理劇の効

果の関係について検討することを第 2の目的とす

る。本研究では、W-up体験とW-up効果を分けて

捉え、自発性はあくまでも心理劇全体を通した効

果の一つであり、W-up効果とは別個のものであ

ると捉える。そして、W-up体験そのものは、心

理劇の効果全体のうち、特に自発性の効果との関

連が大きいと予想される。本研究における仮説

は、次の 3つである。①W-up体験が肯定的であ

るほど、W-up効果が高まる。②W-up体験および

W-up効果はドラマ体験を介して心理劇の効果に

影響を及ぼす。③W-up体験が肯定的であるほ
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を測定するために、岡嶋ら （2001） と本間・茨木

（2008） のW-up体験尺度を参考にして、新たに全

9項目からなるW-up効果測定尺度を作成した。

本研究では、W-up効果を、参加者の緊張、不

安、演じることへの抵抗が緩和され、集団として

の安心感や信頼感が高まっていき、参加者個々の

自発性を次のドラマに向けて徐々に高めていくこ

とであると考え、「安心感」「凝集性」「活動準備

性」の 3因子を想定した。「安心感」は、緊張で

はなく心地よく感じられ安心しているかどうかを

尋ねる３項目からなる。「凝集性」は、みんなと

ひとつになれて一緒にいるような気持ちであり、

グループの一員であると感じられているかどうか

を尋ねる 3項目からなる。「活動準備性」は、ドラ

マに向けて気持ちが乗っていて動きたい気分であ

り、ドラマをやってみたいと思えているかどうか

を尋ねる 3項目からなる。セッション開始前 （pre）

に「今のあなたの状態にどの程度あてはまるかを

お答えください」、セッション終了後 （post） に

「ウォーミングアップ直後の状態を振り返ってご

記入ください」と教示し、4件法で回答を求め

た。得点化については、pre得点とpost得点の各

平均値を算出し、W-up効果があったかどうかを

みるためにpost得点からpre得点を引いた変化量

の平均値を算出して、その変化量をW-up効果の

指標とした。

４）ドラマ体験尺度

ドラマでの各役割体験がどのような体験であっ

たかどうかを測定する目的で作成された全18項

目からなるドラマ体験尺度（榎本・島谷，2017）

を使用した。この尺度は、主役体験、主役以外の

役割体験、観客体験の 3つの役割体験別の単一尺

度構成であり、各回答者が体験した役割に該当す

る各役割体験の質問項目について、4件法で回答

を求めた。得点化については、回答者が体験した

役割体験の平均値を算出し、ドラマ体験得点と

した。

５）心理劇効果測定尺度

実際に心理劇を体験することにより心理劇の効

果があったかどうかを測定する目的で作成された

全15項目からなる心理劇効果測定尺度 （榎本・島

谷，2017） を使用した。この尺度は、「愛他性」

「社交性」「自己受容」「自発性」の 4つの下位尺

度から構成されている。セッション開始前 （pre）

３．質問紙の構成

１）フェイスシート

セッション開始前に、性別、年齢、心理劇経験

の有無と経験年数の回答を求めた。郵送調査の場

合は、セッション終了後に、参加したグループと

調査対象となったセッションについて、「当ては

まるものに〇をつけるか、（ ） 内に記入をしてく

ださい」と教示し、以下の回答を求めた。①参加

グループの形態 （オープングループ・クローズド

グループ）、②グループの目的（体験・研修）、②

参加人数、③対象セッションの時間、④対象セッ

ションのW-upの種類 （話し合い・身体活動・イ

メージ・アクション・すべて・その他から複数回

答可）。なお、参加グループのなかで当日中に複

数のセッションが行われる場合には、1回目の

セッションを調査対象とすることを明記した。

２）W-up体験尺度

W-up段階における参加者の体験を捉えるにあ

たり、先行研究 （岡嶋・針塚，1999；岡嶋ら，

2001；本間・茨木，2008；石原ら，2015） を踏ま

え、W-up体験とW-up効果とが混在しないように

独立した指標となることを意識して、新たに全

12項目からなるW-up体験尺度を作成した。本研

究では、W-up体験を、様々な活動 （遊び） を通し

て、即興的に他者とかかわりながら自己を表現し

て、情緒的に相互交流し、心身が活性化されてい

く体験であると考え、「自己表現」「相互交流」

「心身の活性化」の 3因子を想定した。「自己表

現」は、思うように楽しんで自己を表現すること

ができたかどうかを尋ねる 3項目からなる。「相

互交流」は、グループのなかで抵抗なく楽しんで

他者の表現を受けとめ、自分の表現を受けとめら

れたかどうかを尋ねる 4項目からなる。「心身の

活性化」は、日常や雑念から離れて楽しんで体を

動かし、イメージを働かせて考え、色々なイメー

ジや気持がわきおこったかどうかを尋ねる 5項目

からなる。セッション終了後に、「ウォーミング

アップ中の状態や体験したことを振り返ってご記

入ください」と教示し、「とてもあてはまる （4

点）」から「まったくあてはまらない （1点）」ま

での 4件法で回答を求めた。得点化については、

平均値を算出し、W-up体験得点とした。

３）W-up効果測定尺度

実際にW-up体験にW-up効果があったかどうか
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の回答のなかった 2名を除き、主役のみ （N＝

6）、主役以外の役割のみ （N＝15）、観客のみ （N

＝14）、主役と主役以外の役割 （N＝2）、主役以

外と観客 （N＝27）、すべての役割 （N＝9） の 6

パターンの役割体験があり、主役を体験した人は

延べ17名、主役以外の役割を体験した人は延べ

53名、観客を体験した人は延べ50名であった。

３．尺度の構成

１）W-up体験尺度の構造

W-up体験尺度について、因子分析 （主因子法・

Promax回転） を行った。想定因子数 （3） を指定

し固有値の減衰傾向や解釈可能性を検討した結

果、最終的に一因子構造と判断した。全項目間の

信頼性を確認し、全12項目を採用した （α＝ 

.83）。W-up体験尺度の質問項目の平均値と標準

偏差、および信頼性係数をTable 1に示す。

２）W-up効果測定尺度の構造

W-up効果測定尺度について、項目分析により

天井効果が認められた 1項目 （「もう動きたくな

い気分である （逆転項目）」） を削除して因子分析

（主因子法・Promax回転） を行った。想定因子数

（3） を指定し固有値の減衰傾向や解釈可能性を検

討した結果、最終的に一因子構造と判断した。全

に「普段のあなたの状態にどの程度あてはまるか

をお答えください」、セッション終了後 （post） に

「今のあなたの状態にどの程度あてはまるかをお

答えください」と教示し、4件法で回答を求め

た。得点化については、心理劇効果測定尺度全体

および各下位尺度のpre得点とpost得点の各平均

値を算出し、心理劇に効果があったかどうかを尺

度全体と各下位尺度からみるために、それぞれの

post得点からpre得点を引いた変化量の平均値を

算出して、その変化量を心理劇の効果および各下

位尺度の効果の指標とした。

結　果

１．分析対象セッションにおけるW-up活動の特徴

9名の監督による13の心理劇セッションにお

いては、各監督がそのグループに合わせて、話し

合い・身体活動・イメージ・アクションのうち、

複数の種類を組み合わせて実施しており、セッ

ションごとにW-upの種類の組み合わせは異なっ

ていた。

２．分析対象者のドラマ体験

分析対象者のドラマ体験は、ドラマ体験尺度へ

Table 1　 W-up 体験尺度の質問項目の平均値と標準偏差、および信頼性係数

第 1要素：自己表現 M SD α係数

1．楽しんで自分を表現していた。 3.16 0.68

.83

2．思うように動くことができた。 3.08 0.74

3．自分を表現するのに戸惑った。* 2.95 0.79

第 2要素：相互交流 M SD

4．グループの中に入っていくのに抵抗があった。* 3.14 0.75

5．自分が表現したことを受けとめてもらえた。 3.21 0.69

6．相手が表現したことを受けとめた。 3.35 0.63

7．協力してひとつのことをやるのが楽しかった。 3.32 0.66

第 3要素：心身の活性化 M SD

8．イメージを働かせて考えたり動いたりした。 3.13 0.75

9．日常や雑念にとらわれていた。* 2.91 0.78

10．体を動かすのは楽しかった。 3.33 0.60

11．色々なイメージがわいてきた。 2.91 0.74

12．色々な気持ちがわき起こってきた。 3.12 0.78

N＝74、*印は逆転項目。
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た」、主役以外の役割体験：「私は、役の気持ちが

感じられた」 「私は役にのれなかった （逆転項目）」

「私は役を演じるのがおもしろかった」） を削除し

て、役割体験ごとに信頼性を確認した。ドラマ体

験尺度の各役割体験の質問項目の平均値と標準偏

差、および信頼性係数をTable 3に示す。

４）心理劇効果測定尺度の構造

心理劇効果測定尺度について、榎本・島谷

項目間の信頼性を確認し、全 8項目を採用した（α

＝ .86）。W-up効果測定尺度の質問項目の平均値

と標準偏差、および信頼性係数をTable 2に示す。

３）ドラマ体験尺度の構造

ドラマ体験尺度について、項目分析により天井

効果が認められた 5項目 （主役体験：「私は、自

分の気持ちや考えを十分に表現することができ

た」「私は主役体験をして他者への気づきがあっ

Table 2　W-up 効果測定尺度の質問項目の平均値と標準偏差、および信頼性係数

第 1要素：安心感 M SD α係数

1．緊張している気がする。* 2.70 0.90

.86

2．心地よい。 2.99 0.74
3．安心していられる。 3.09 0.73

第 2要素：凝集性 M SD

4．みんなでひとつになれていると感じる。 2.65 0.79
5．グループの一員であると感じている。 2.94 0.80
6．みんなと一緒にいられるような気持ちである。 2.98 0.71

第 3要素：活動準備性 M SD

7．なんだかのれないかんじである。* 3.10 0.72
8．ドラマをやってみたいと思う。 3.08 0.76

N＝138 （pre・postの延べ数）
*印は逆転項目。
postテストは語尾を過去形に修正。

Table 3 　ドラマ体験尺度の各役割体験の質問項目の平均値と標準偏差、および信頼性係数

主役体験（全 4項目）N＝16 M SD α係数

私は、即興で動くことが難しいと感じた。* 2.88 0.93

.65
私は、自分のドラマに没頭することができた。 3.39 0.50
私は、思いどおりに主役を演じることができた。 3.12 0.78
私は、主役になって自分のことを表現するのにとまどった。* 2.82 0.88

主役以外の役割体験（全 5項目）N＝51 M SD α係数

私は、役の気持ちや考えを十分に表現することができた。 2.94 0.66

.73
私は、役割を演じてみることで、自分への気づきがあった。 3.06 0.76
私は、自分らしく役を演じることができた。 2.98 0.84
私は、役割を演じてみることで、他者への気づきがあった。 3.09 0.76
私は、即興で動くことが難しいと感じた。* 2.94 0.87

観客体験（全 4項目）N＝50 M SD α係数

私は、ドラマ場面を観ていて、主役の気持ちが自分のことのように感じられた。 3.10 0.76

.73
私は、ドラマを観ていて自分への気づきがあった。 3.30 0.68
私は、ドラマ場面を夢中になって観ていた。 3.06 0.68
私は、ドラマを観ていて他者への気づきがあった。 3.24 0.52

*印は逆転項目。
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４．W-up体験の効果の検討

W-up効果測定尺度のpre得点とpost得点の有意

差を検討するために、対応のある t検定を行った

結果、pre得点よりもpost得点が有意に高かった

（ t （64）＝8.00. p<.001）。したがって、W-up体験

によってW-up効果が高まったことが明らかと

なった。平均値と標準偏差、および t 検定の結果

をTable 5に示す。

（2017） と同じ 4因子構造であるかを因子分析 （主

因子法・Promax回転） により確認し、榎本・島

谷 （2017） と同様に「愛他性」 （α＝ .89）、「自己

受容」 （α＝ .89）、「自発性」 （α＝ .76）、「社交性」

（α＝ .87） の 4因子が得られた。因子分析結果を

Table 4に示す。

Table 4　心理劇効果測定尺度の因子分析結果 （主因子法・Promax回転後の因子パターン）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

第１因子　愛他性

人のためになることを積極的にすることができる。 .95 －.02 .02 －.08

進んで人の役に立つことをすることができる。 .89 .05 －.22 .07

周囲の人々のために自主的に行動することができる。 .66 －.01 .24 .05

第２因子　自己受容

自分自身に納得している。 －.10 .85 －.03 .09

欠点も含めて自分のことが好きだ。 .12 .81 .01 －.09

自分で自分自身を認めることができる。 .03 .77 .15 .01

第３因子　自発性

何事にも縛られずに思いをめぐらすことができる。 －.14 .08 .71 －.01

新しい状況で適切に対応することができる。 .02 .01 .71 .03

体裁を気にせずに行動することができる。 －.08 .04 .65 －.01

慣れ親しんだ状況で新たな方法を試すことができる。 .19 －.05 .57 .02

第４因子　社交性

自分から進んで人と信頼関係をつくることができる。 .06 .06 －.09 .87
自分から進んで人の輪の中に入ることができる。 －.08 .00 .02 .86
積極的に周りの人と関わりをもつことができる。 .12 －.06 .15 .68

因子間相関 － .43 .54 .63

－ .67 .53

－ .63

Table 5　各効果測定尺度の平均値と標準偏差、およびｔ検定の結果

pre得点 post得点

M SD M SD t 値

W-up効果測定尺度 2.66 0.54 3.21 0.41 8.00***

心理劇効果測定尺度 （全体） 2.87 0.45 3.14 0.45 5.95***

　・愛他性 3.04 0.63 3.28 0.57 3.74***

　・社交性 2.88 0.64 3.15 0.56 4.16***

　・自己受容 2.85 0.64 3.16 0.52 5.14***

　・自発性 2.75 0.52 3.04 0.56 4.85***

***p<.001
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かつW-up体験がW-up効果に正の影響を与えて

いた。

７． W-up体験およびW-up効果とドラマ体験と

の関連

まず、W-up体験とドラマ体験との関連を検討

するために、相関係数を算出したところ、W-up

体験得点とドラマ体験得点との間に中程度の正の

相関が示された （r＝ .62, p<.001）。

次に、W-up効果とドラマ体験との関連を検討

するために、W-up効果測定尺度のpre得点の影響

を取り除いた偏相関係数を算出したところ、

W-up効果変化量とドラマ体験との間に中程度の

正の相関が示された （r＝ .62, p<.001）。両結果

をTable 6に示す。

８． W-up体験およびW-up効果と心理劇の効果

との関連

W-up体験と心理劇の効果との関連を検討する

ために、心理劇効果測定尺度全体および下位尺度

のpre得点の影響を取り除いた偏相関係数を算出

した。その結果、W-up体験得点と心理劇の効果

（全体）、自発性との間に中程度の正の相関が示さ

れた （r＝ .45, p<.001；r＝ .44, p<.001）。W-up

体験得点と社交性、自己受容、愛他性との間には

弱い正の相関が示された （r＝ .36, p<.01；r＝ 

.33, p<.05；r＝ .29, p<.05）。

５．心理劇体験の効果の検討

心理劇効果測定尺度全体および各下位尺度の

pre得点とpost得点の有意差を検討するために、

対応のあるｔ検定を行った結果、尺度全体および

下位尺度のすべてにおいて、pre得点よりもpost

得点の方が有意に高かった（「全体」t （69）＝

5.95，p<.001，「愛他性」t （71）＝3.74, p<.001，

「社交性」t （70）＝4.16, p<.001，「自己受容」

t （70）＝5.14, p<.001，「自発性」t （71）＝4.85, p 

<.001）。したがって、心理劇体験によって心理

劇の効果が高まったことが明らかとなった。平均

値と標準偏差、およびｔ検定の結果をTable 5に

示す。

６．W-up体験とW-up効果との関連

W-up体験とW-up効果との関連を検討するため

に、W-up効果測定尺度のpre得点の影響を取り除

いた偏相関係数を算出したところ、W-up体験得

点とW-up効果変化量との間に強い正の相関が示

された （r＝ .74, p<.001）。結果をTable 6に示

す。また、W-up効果測定尺度のpre得点を制御変

数とし、W-up体験得点とW-up効果測定尺度の

pre得点を説明変数、W-up効果測定尺度の変化量

を基準変数とした重回帰分析を行った。その結

果、W-up体験の偏回帰係数が有意であった （β

＝ .55, p<.001，R2＝ .78）。したがって、W-up体

験とW-up効果との間には強い正の相関があり、

Table 6　相関 （偏相関） 行列と平均および標準偏差

尺度 1 2 3 4 M SD

1　心理劇効果測定尺度の変化量 .29*　
（.45）***

.33**
（.58）***

.44*** 0.27 0.38

　 4つの下位尺度

　・自発性変化量 ― （.44）*** （.48）*** 0.30 0.52

　・社交性変化量 （.36）** （.54）*** 0.26 0.54

　・愛他性変化量 （.29）*　 （.45）*** 0.21 0.48

　・自己受容変化量 （.33）*　 （.39）** 0.30 0.52

2　W-up体験尺度得点 ―
.20†　
（.74）***

.62***
3.11 0.45

3　W-up効果測定尺度変化量 ―
.33**

（.62）***
0.55 0.58

4　ドラマ体験尺度得点 ― 3.06 0.50

（　）は偏相関係数
†p<.10，*p<.05，**p<.01，***p<.001
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あり （β＝ .57, p<.001；β＝ .22, p<.05）、ドラマ

体験が心理劇の効果に対する正のパスが有意で

あった （β＝ .46, p<.001）。

10.  W-up体験、W-up効果、ドラマ体験が心理劇の

効果の各下位尺度に及ぼす影響 （重回帰分析）

パス解析では、心理劇効果測定尺度について下

位尺度までを扱うと、パスが多くなりすぎるため

に分析を行えなかった。したがって、心理劇効果

測定尺度の各下位尺度への影響については、重回

帰分析にて検討した。W-up体験得点、W-up効果

の変化量、ドラマ体験得点を説明変数、心理劇効

果測定尺度の各下位尺度の変化量を基準変数とし

た重回帰分析を行った。その結果、自発性変化量

に対して、ドラマ体験得点の偏回帰係数が有意で

あり、W-up効果変化量の偏回帰係数が有意傾向

であった （β＝ .34, p<.05；β＝ .23, p<.10, R2＝ 

.52）。社交性と愛他性に対して、ドラマ体験得点

の偏回帰係数が有意傾向であった （β＝ .33, 

p<.10, R2＝ .15；β＝ .32, p<.10, R2＝ .14）。自己

受容に対して、いずれも偏回帰係数は有意ではな

かった （β＝ .04, n.s，；β＝ .15, n.s；β＝ .06, n.s, 

R2＝ .04）。結果をFigure 3に示す。

次に、W-up効果と心理劇の効果との関連を検

討するために、両尺度のpre得点の影響を取り除

いた偏相関係数を算出した。その結果、W-up効

果と心理劇の効果 （全体）、社交性、自発性、愛

他性との間に中程度の正の相関が示された （r＝ 

.58, p<.001；r＝ .54, p<.001； r＝ .48, p <.001；

r＝ .45, p<.001）。W-up効果と自己受容との間に

は弱い正の相関が示された （r＝ .39, p <.01）。両

結果をTable 6に示す。

９． W-up体験およびW-up効果がドラマ体験と

心理劇の効果へ及ぼす影響 （パス解析）

まず、各尺度間の相関について、各尺度の平

均、標準偏差、各尺度間の相関係数をTable 6に

示す。次に、尺度間の一連の因果関係を想定した

仮説のモデル （Figure 1） を検証するためにパス

解析を行った。その結果、自由度の計算ができず

適合度指標が示されなかったため、推定値が有意

でなかったパスを削除した修正モデルで再分析を

行った （Figure 2）。適合度指標は、χ2 （2）＝3.02

（n.s）、 CFI＝ .98、RMSEA＝ .07であり、このモ

デルの適合度に問題はないと判断した。分析の結

果、W-up体験得点およびW-up効果変化量が、ド

ラマ体験得点に対する正のパスがそれぞれ有意で

Figure 1　一連の因果関係を想定したモデル

Figure 2　修正モデルとパス解析の結果



昭和女子大学生活心理研究所紀要　Vol.25　2023

28

それぞれ意味的には独立している要素であり、各

要素の意味に沿った項目が設定された。しかし、

W-up体験およびW-up効果と想定された各要素

は、心理劇の連続的かつ多層的なW-up活動を通

してお互いに連動し合い、複雑に組み合わされな

がらウォームアップされていく要素であるからこ

そ、結果的に一つの因子に集約されたのではない

かと考えられる。

分析の結果、W-up効果測定尺度のpost得点が

pre得点より有意に高く、W-up効果測定尺度の

pre得点の影響を考慮しても、W-up体験とW-up

効果の関連において強い正の相関が示され、

W-up体験がW-up効果に正の影響を与えていた。

このことから、仮説①「W-up体験が肯定的であ

るほど、W-up効果が高まる。」は支持され、本研

究により、心理劇のW-up体験にW-upの効果があ

ることが実証された。心理劇のW-upは、表現を

制限されず楽しんで自己表現し、メンバーの表現

を受けとめ、メンバーに表現を受けとめられる相

互交流をし、心身が活性化される体験ができるほ

ど、グループの凝集性が高まり、安心してドラマ

をやりたいと思える気持ちにウォームアップされ

るといった効果があることが明らかとなった。

一方で、パス解析の結果において、W-up体験

からW-up効果へのパスは有意ではなかった。こ

れは、データ数が多ければ有意な結果となった可

能性が考えられる。また、全体としてのモデルか

らみると、W-up体験からW-up効果への影響力自

体は他の要因間と比べると影響力が小さい可能性

も考えられるだろう。

２． W-up体験、W-up効果、ドラマ体験、心理劇

の効果の関係の検討

パス解析の結果、W-up体験およびW-up効果が

直接心理劇の効果に影響を及ぼすパスを引いてい

たモデル （Figure 1） は自由度が計算できず適合

度指標も算出されなかったため、ドラマ体験を介

して心理劇の効果に影響を及ぼすモデルに修正し

たところ、適合度指標が算出された。そして、

W-up体験およびW-up効果がドラマ体験に対して

正の影響を及ぼし、ドラマ体験が心理劇の効果に

対して正の影響を及ぼしていた （Figure 2）。した

がって、一連のセッションの過程に沿って、

W-up段階からドラマ段階へ、ドラマ段階から心

考　察

１．心理劇のW-upに特有の体験とその効果の検証

因子分析の結果、W-up体験尺度およびW-up効

果測定尺度はどちらも一因子構造と判断され、両

尺度とも、全項目間に高い信頼性があり内的整合

性があることが確認された。本研究により捉えた

W-up体験とW-up効果が一因子構造であることの

意味について考察する。

心理劇のW-upにおける活動は、グループ全体

に働きかけつつ、その後の主役選択に繋がるよう

に参加者個々人に対しても行われ、次のドラマへ

の橋渡しとして心身の状態を慣らしていく （磯

田，2013；高良，2013等）。監督は個人から集団

へ、身体から言葉へ、個別的かつ具体的なことか

らより抽象的な事柄へといった流れを意識して活

動を組み立てるのであり （磯田，2013）、参加者は

W-upで行われる様々な活動を連続的に体験して

いくなかで、ドラマに向けて徐々にウォームアッ

プされていく。このように、1回のセッションの

中でも、体験を幾重にも重ねて上塗りしていくか

のように連続的に行われるW-up活動は、多層的

であるといえる。そして、その多層的なW-up活

動を通したW-up体験およびウォームアップされ

る効果自体も、その様相は複雑に多層化されてい

ると考えられる。今回、W-up体験として想定し

た「自己表現」「相互交流」「心身の活性化」の 3

つの要素、およびW-up効果として想定した「安

心感」「凝集性」「活動準備性」の 3つの要素は、

Figure 3　心理劇効果測定尺度の各下位尺度に対する
重回帰分析の結果
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解析では心理劇の効果全体への影響はみられな

かったが、重回帰分析によって心理劇の効果の各

下位尺度への影響をみると、自発性の効果に直接

的に影響を及ぼしている傾向がみられた。

以上から、W-up段階でグループの凝集性が高

まり、安心してドラマをやりたいと思える気持ち

にウォームアップされ高まったW-up効果は、そ

の後のドラマ体験で維持され機能することによ

り、心理劇の効果のうち、特に自発性の効果を高

める可能性が示唆された。

まとめと今後の課題

本研究により、W-up体験とW-up効果は別々の

独立した指標により捉えることができ、実際に

W-up体験によってW-up効果が高まることが実証

された。また、一連の心理劇の過程に沿って、

W-up体験を中心に、W-up効果、ドラマ体験、心

理劇の効果との関係を検討し、W-up体験および

W-up効果がドラマ体験を介して心理劇の効果に

影響を及ぼすこと、W-up体験が肯定的であるほ

ど自発性の効果が高まることが実証され、W-up

効果がドラマ体験で維持され機能することによ

り、心理劇の効果のうち、特に自発性の効果を高

める可能性が示唆された。以上から、本研究によ

り、シェアリングを除く心理劇の体験過程が構造

的で機能的であることが実証されたといえるだ

ろう。

本研究による調査期間中はコロナ禍にあり、心

理劇グループの開催自体が困難であったため、本

研究の分析対象者数は統計解析に十分耐えうると

は言い難い。また、心理劇はW-up、ドラマ、

シェアリングという三段階の過程がある。今回、

シェアリング体験については、調査協力者の負担

への考慮や分析が複雑になるために扱わなかっ

た。今後はシェアリング体験を含めた心理劇の一

連の流れに沿って心理劇の体験過程についてさら

に検討を重ねていく必要がある。また、心理劇の

体験過程と効果に対する心理劇の経験年数による

影響も考慮して検討することが望ましいだろう。
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コロナ禍で心理劇グループの開催自体が難し

理劇の効果へという一方向の体験過程の影響を確

認でき、仮説②「W-up体験およびW-up効果はド

ラマ体験を介して心理劇の効果に影響を及ぼす。」

は支持された。これにより、先行研究 （Goldman

＆Morrison, 1984 /2003；磯田，2013） でW-up効

果はその後のセッションを通して維持され高めて

いくことが望ましいと指摘されているように、

W-up効果が、その後のドラマ体験においても維

持され機能していることが示唆された。そして、

W-up体験およびW-up効果、ドラマ体験、心理劇

の効果という心理劇セッションの一連の過程に

沿って、前の段階の体験と効果がその後の過程に

段階的に影響を及ぼしていることが明らかとなっ

た。本研究では、心理劇のシェアリング段階の体

験についての検討を同時に扱うことはできなかっ

たが、本研究の結果によりシェアリングを除く心

理劇の体験過程が構造的で機能的であることが実

証されたといえるだろう。

また、心理劇効果測定尺度のpre得点の影響を

統制したW-up体験と心理劇の効果の偏相関にお

いて、W-up体験と心理劇の効果全体および自発

性との間に中程度の正の相関が示され、W-up体

験が肯定的であれば、心理劇の効果のうち、特に

自発性の効果が高まった。これにより、仮説③

「W-up体験が肯定的であるほど、心理劇の効果、

特に自発性の効果が高まる。」は支持され、W-up

体験と自発性の関連が実証された。W-up段階

で、表現を制限されず楽しんで自己表現し、メン

バーの表現を受けとめ、メンバーに表現を受けと

められる相互交流をし、心身が活性化される体験

ができるほど、適切に新しい状況に出会うことが

できる主体的な能力 （Moreno, 1946 /2006） として

の自発性の効果が高まることが明らかとなった。

心理劇の効果の 4つの下位尺度への影響を検討

した重回帰分析では、W-up体験は心理劇の効果

のいずれの下位尺度にも直接的な影響はみられ

ず、W-up効果は、自発性に対して正の影響を及

ぼす傾向がみられた。一方、ドラマ体験は自発性

に対して正の影響を及ぼし、愛他性および社交性

に対して正の影響を及ぼす傾向があった。自己受

容に対しては、W-up体験、W-up効果、ドラマ体

験のいずれも影響を及ぼさなかった。W-up体験

は、パス解析の結果でも心理劇の効果へ直接的な

影響は及ぼしていなかった。W-up効果は、パス
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